










































8、Brandes, G.，Impression of Russia （ブランデス, G. 『ロシヤ印象記』）？
9、Brandes, G.，Poland （ブランデス, G.『ポーランド』）1903
10、Riedle, F., A History of Hungarian Literature （リードル, F. 『ハンガリー
文学史』）1906



















日本語訳があった。周樹人は 1909 年 6 月雑誌『新文林』に掲載する三津木
春影訳の「短日」を読んだ可能性が高いと推測した（7）。筆者はこの作品を
対照してみると、確かに三津木春影訳「短日」はコロレンコの「末光」であ


























































号『海外騒壇』（明治 36 年 2 月、1903）。
2、小山内薫、「露国の小説家ウラヂミール · カラレンコ」、『新小説』第 11
年第 12 卷（明治 39 年、1906 年）、7-17 頁。
3、昇曙夢、「コロレンコの傑作」、昇曙夢『露西亜文学研究』に収録する。
明治 40 年（1907）12 月、隆文館。
4、二葉亭四迷、「露西亜文壇の傾向」、『キヌタ』（明治 41 年 4 月 1 日、1908
年）。
5、山田松濤、「チェホフとコロレンコ」、『新小説』第 14 年第 3卷（明治 42
年 3 月、1909 年）。
























































































面的にコロレンコを紹介する評論である。この評論は 1906 年 1 月に発行す
る雑誌『テムブル · バア』（Temple Bar）でジー · エッチ · ベリス（G.H.Perris）
という作者の論文に基づいてまとめた。雑誌『新小説』第十一年第十二卷























































『新小説』第十二年第二卷、明治 40 年 2 月。
② ツルゲーネフ、『くさ場』、昇曙夢訳（中国語訳：「草场」）、『新小説』第































1、 瑞典の劇作者アウグスト · ストリントベルヒ
 第十一年第十二卷　明治 39 年 2 月 1 日
2、 エチエガライ研究（上） 第十一年第四卷　明治 39 年 4 月 1 日
3、 エチエガライ研究（下） 第十一年第五卷　明治 39 年 5 月 1 日
4、 露国の小説家ウラヂミール · カラレンコ
 第十一年第十二卷　明治 39 年 12 月 1 日
5、 病友（小説） 第十二年第一卷　明治 40 年 1 月 1 日
6、 飢渇（小説） 第十二年第十卷　明治 40 年 10 月 1 日
7、 騎兵士官（小説） 第十三年第一卷　明治 41 年 1 月 1 日
8、 劇評家アアチヤアと劇作家ピネロオの会話
 第十三年第二卷　明治 41 年 2 月 1 日
9、 姉妹（小説） 第十三年第五卷　明治 41 年 5 月 1 日
10、十三年（小説） 第十三年第十卷　明治 41 年 10 月 1 日
11、エドレン · バアカア合名演劇 第十三年第十一卷　明治 41 年 11 月 1 日
12、 堀田の話（小説） 第十四年第一卷　明治 42 年 1 月 1 日
13、 途中（小説） 第十四年第五卷　明治 42 年 5 月 1 日
14、アンドレエフの人間論 第十四年第八卷　明治 42 年 8 月 1 日























































































会科学院出版社、2018 年 4 月；劉銳：「九十年來「摩羅詩力説」研究述評―
兼説「摩羅詩力説」及対魯迅早期研究的限度与可能」（下）、『上海魯迅研究・魯






海社会科学院出版社、2018 年 7 月。
（3） 北岡正子：『魯迅文学の淵源を探る―「魔羅詩力説」材源考・序』、汲古書院、
2015 年 6 月、序文の第四頁。
（4） 北岡正子：『魯迅文学の淵源を探る―「魔羅詩力説」材源考・序』、汲古書院、
2015 年 6 月、序文の第 9、10 頁。
（5） 清水賢一郎：「国家と詩人―魯迅と明治のイプセン」、『東洋文化』74 号、1994
年 4 月。




 　中島長文：「孤星と独絃」、『飆風』第 33 号、1997 年 12 月。『ふくろうの声 : 





古書院、1986 年 3 月、857-858 頁。
（8） 李冬木：「從「周樹人」到「魯迅」―以留学時代為中心」、中国社会科学院文
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